
  

 
Hakone museum of photography 

【展覧会概要】 
 
火山の恩恵からその起伏に富んだ美しい景観と豊かな温泉に
恵まれた箱根。 
 その昔、山越えの険しさ、噴煙のあがる荒涼とした景観か
ら地獄谷、小地獄などと呼ばれた地もあるほどでしたが、箱
根の湯は旅の疲れを癒し、芦ノ湖畔から望む雄大な富士は
人々を魅了したことでしょう。明治以降になると湯治場とし
て栄え、多くの文人墨客に愛されて来ました。 
 箱根には多くの史跡や明治からの建築、宿や寺社に伝わる
名画や書などが残されています。一般に公開されていない場
所も含め、箱根出身の写真家、遠藤桂による写真パネルでご
紹介致します。 
知られざる箱根の魅力をより多くの方に感じて頂く機会にな
ればと願っております。 
 
 

遠藤  桂  

箱根文化財・名宝写真展  
ENDO Katsura photography exhibition 
‘Cultural Propert ies and Treasures of Hakone’ 
会期：2015年 8月 5日（水）～9月 14日（月） 
会場：箱根写真美術館 2F展示室  
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箱根の古きを温ねて新しい魅力を
発見する 

【展示内容】 
 ■写真パネル 18点程度 
早雲寺、正眼寺、吉池旅館、富士屋ホテ
ル、福住旅館、環翠楼、六道地蔵、 
長安寺、ほか。 
   
 

 

 [会場／問合せ先] 
箱根写真美術館 
神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300-432 
電話 0460-82-2717 FAX: 0460-82-2717 
URL http://www.hmop.com 
e-mail  info@hmop.com 
開館時間：10:00-17:00 
     8 月 29 日（土）まで毎週土曜日～21:00 
入館料：大人 500 円／小中学生 300円 
    ※未就学児童は無料 
休館日：火曜休館（祝日を除く） 
 
同時開催：常設展示 遠藤桂「富士山」も 
ご覧頂けます。 
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Hakone museum of photography 

所蔵コレクション展 -山田應水 箱根の風趣- 
会期：2015年 9月 16日（水）～11月 16日（月） 

会場：箱根写真美術館 2F展示室  

【展覧会概要】 
山田應水（本名：治三郎、１８８０～１９６４）は明治後期から昭和初期にかけて活動を続けた風景
写真家です。 
箱根写真美術館の館長・遠藤桂の祖父にあたり、代々、應水の作品や資料を保管収集して参りました。
当館は晩年の應水が過ごした自宅の庭部分に建設され、2002年に開館致しました。 
 幼い頃から自然の山水に深く興味を持っていた應水は、写真の道へ進み、交通網の発達していない
時代に於いても全国の風光明媚な土地へと出向き、深い山々や渓谷、高原など景勝地を訪れては積極
的に撮影を行っていました。 
 鉄道省や各県当局、国立公園協会や觀光連盟、交通機関会社等の嘱託を受けての撮影等、数千枚に
のぼる風景写真を所持し、風景専門の写真社として「風光社」を設立、多数の誌面にて写真を掲載さ
れるほか、全国のデパートで風景写真展覽会を数多く開催しています。 
 写真家の小西白堂氏や岡田紅陽氏とも親交が深く、当時の風景写真家としては大変活躍していた様
子が資料から伺えますが、戦災や水害等で應水の作品は殆どが消失してしまいました。 
 本展では、戦後、風光明媚な箱根に、山野草と共に暮らしたいと移り住んだ應水が撮影した、箱根
の古写真を展示致します。※展示作品は遠藤桂による複写です。 

 

 

������
�	�

�� ���� ��

�����
��

應水作品をモチーフに
した富士山ケーキ
「Héritage エリタージ
ュ ￥800」が登場しま
す。 
発売期間9/1～11/15 


